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共に働く　共に生きる　共に創る
基本方針

１．ご利用者の意志と人格を尊重し、働く場の提供と就労支援を行うことによって、社会参加と自立を促進します。
２．ご利用者、職員ひとりひとりの職業技術の向上に務め、仕事の質を高い水準で保ちます。
３．同じ目的を持つ地域の団体や施設と連携・協力し合いながら、障害者の就労や生活支援に取り組み、拠点的機能を果たします。
４．「働く場を自ら切り拓く」という創設の理念を受け継ぎ、より良い未来を築くため、新しい事業に挑戦し続けます。
５．ご利用者、ご家族、職員など、法人にかかわる全ての人々にとって、安心と連帯感を提供します。

写真：高尾山山頂より（撮影 T.T）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

建
屋
の
改
築
工
事
は
、
昨
年
入
札
が

無
事
成
立
し
、解
体
工
事
も
完
了
、着
々

と
建
設
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
の

夏
頃
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
年
始
の
挨
拶
に
何
を
書
こ
う

か
と
毎
年
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
の
で

す
が
、
今
回
は
、
私
の
趣
味
で
あ
る
古

地
図
の
収
集
に
因
ん
で
、
古
地
図
に
つ

い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
地
図
は
我
々
の
祖
先
が
残
し
て
く

れ
た
貴
重
な
文
献
で
あ
り
ま
す
。
古
地

図
に
よ
り
往
時
の
地
形
、
地
名
、
道
路
、

川
筋
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を

現
在
の
も
の
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
変

化
し
て
き
た
有
様
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
地
図
の
作
製
技
術
や
印
刷
技
術
の

水
準
も
わ
か
り
、
そ
の
美
し
き
彩
色
は

美
術
に
通
じ
、
我
国
の
地
図
史
、
美
術

史
上
の
重
要
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
が
初
め
て
世
界
に
登
場
し
た
の

は
一
五
七
〇
年
欧
州
刊
行
の
オ
ル
テ
リ

ウ
ス
に
よ
る
近
代
地
図
帳「
世
界
の
舞

台
」で
す
。
そ
の
後
、
一
五
九
五
年
に

こ
の
地
図
帳
に
日
本
単
体
の
地
図
と
し

て
収
録
さ
れ
た
の
が
テ
イ
セ
ラ
日
本
図

（
写
真
１
）で
す
。

　

日
本
と
い
う
島
国
を
多
少
な
り
と
も

正
確
に
示
し
た
初
め
て
の
西
洋
製
印
刷

地
図
で
、
東
西
に
長
い
配
置
な
が
ら
、

島
の
東
部
が
北
の
方
向
に
傾
い
て
い
ま

す
。
た
だ
し
本
州
最
北
端（
大
間
崎
）が

実
際
に
は
北
緯
四
一
度
二
九
分
に
位
置

す
る
と
こ
ろ
、
三
七
度
を
僅
か
に
超
え

た
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
は

北
緯
三
五
度
付
近
ま
で
達
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
は
北
端
三
四
度
で
す
。
そ
れ

で
も
主
要
四
島
の
う
ち
三
島
と
周
辺
の

島
々
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
写
真
２
）は
一
六
五
八
年
頃
パ
リ

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
テ
イ
セ
ラ

日
本
図
に
続
い
て
世
界
で
二
番
目
に
古

い
日
本
図
と
な
り
ま
す
。
作
者
は
フ
ラ

ン
ス
の
神
父
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
リ
エ

で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
た
ち
の
記
憶

に
基
づ
い
て
描
か
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ズ

は
三
七
×
五
二
セ
ン
チ
、
四
辺
の
全
て

に
緯
度
と
経
度
の
座
標
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
注
目
す
べ
き
はY

EN
D

O

（
江
戸
）、T

anegaxim
a

（
種
子
島
）、

N
oto

（
能
登
）、
等
ロ
ー
マ
字
で
書
か

れ
て
い
る
地
名
で
す
。
残
念
な
が
ら
写

真
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
是
非
実

物
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
は
伊
能
忠
敬
が
有
名
で

す
。
例
え
ば
一
八
〇
四
年
作
成
の「
東

海
道
歴
紀
州
中
国
到
越
前
沿
海
図
上

（
伊
能
忠
海
記
念
館
蔵
）は
江
戸
幕
府

の
地
図
作
成
事
業
の
一
環
で
、
庶
民
に

出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
八
世
紀
後
半
に
か
け
て
ロ
シ
ア
船
を

は
じ
め
欧
州
諸
国
が
来
港
し
日
本
と
接

触
し
て
き
た
た
め
、
正
確
な
地
図
を
作

る
こ
と
が
時
代
の
要
請
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

尚
、
江
戸
幕
府
は
た
び
た
び
全
国
規

模
の
地
図
作
成
事
業
を
お
こ
し
、
諸
大

名
に
領
地
の
地
図
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ

に
基
づ
い
た
日
本
地
図
も
作
り
ま
し
た
。

勿
論
こ
れ
は
国
土
支
配
の
た
め
の
資
料

と
し
た
も
の
で
、
全
国
の
石
高
、
租
税

な
ど
の
調
査
も
併
せ
て
実
施
し
、
そ
の

記
録
も
地
図
に
付
し
て
提
出
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
等
の
官
撰
図
は
高
い
精
度
と

詳
し
い
内
容
を
持
ち
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
国
土
の
基
本
地
図
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
話
一
転
、
私
事
で
す
が
昨
年

の
年
初
、
一
月
五
日
よ
り
大
腸
癌
で

入
院
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
と
言
わ

れ
、
非
常
に
心
配
し
ま
し
た
が
、
開
腹

は
せ
ず
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
い
う
新
し

い
機
械
を
使
用
し
た
腹
腔
鏡
手
術
を
行

い
、
二
〇
日
間
程
で
退
院
で
き
ま
し
た
。

最
近
の
医
学
の
進
歩
に
は
本
当
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。
今
は
ゴ
ル
フ
に
何
回
も
行

く
ほ
ど
元
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
年
ほ
ど
前
に
、
就
労
支
援
事
業
と

し
て
長
年
続
け
て
き
た
オ
イ
ル
エ
レ
メ

ン
ト
組
立
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。
厳
し
い

決
断
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

自
動
車
産
業
の
動
向
を
見
る
に
つ
け
、

当
時
の
判
断
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た

と
今
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
な
か

先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
現
代
、
判

断
力
・
実
行
力
が
非
常
に
試
さ
れ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
の
こ
の
判

断
が
こ
の
先
ど
の
よ
う
な
結
果
を
生
む

の
か
常
に
意
識
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
不
確
実
な
時
代
に
方
向
性

を
見
誤
る
こ
と
な
く
舵
取
り
す
る
重
責

を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
建
替
え
を
終
え
、
新
し
い
事

業
も
立
ち
上
が
り
ま
す
。
大
き
な
変
化

を
前
に
、
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
着
実
に

前
進
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
願
い
で
あ

り
、
皆
様
と
共
に
、
改
め
て
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

地
図
は
歴
史
を
物
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

あ
か
つ
き
ロ
ニ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
作
る
歴
史
に
思
い
を

重
ね
て
、
建
屋
が
完
成
し
た
暁
に
は
私

が
所
有
し
て
い
る
古
地
図
を
贈
呈
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

写真１

写真２
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
も
早
い
も
の
で
８
年
目
の
年
と

な
り
、
法
人
も
創
立
58
年
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
と
っ

て
本
当
に
忙
し
い
年
で
し
た
。
通
常
で

も
忙
し
く
て
大
変
な
就
労
支
援
事
業
や

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
加
え
て
、

仮
設
施
設
へ
の
引
っ
越
し
、
４
拠
点
に

分
か
れ
て
の
施
設
運
営
、
送
迎
体
制
の

強
化
等
、
拠
点
間
の
連
携
を
常
に
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
利
用
者
・
職
員

の
皆
様
に
は
多
く
の
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
多
大
な

ご
協
力
お
か
げ
で
、
施
設
運
営
を
無
事

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
誌
面
を

借
り
て
感
謝
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
今
現
在
で
も
こ
の
状
況
が
続
い
て

お
り
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

昨
年
の
新
年
あ
い
さ
つ
で
は
、
建
替
え

工
事
の
入
札
が
不
調
の
結
果
と
な
り
、
再

入
札
に
向
け
た
手
続
き
の
段
階
で
し
た

の
で
、
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
で

し
た
。
そ
の
後
３
月
に
は
入
札
が
成
立
し
、

仮
設
施
設
工
事
を
実
施
、
６
月
か
ら
解

体
工
事
が
始
ま
り
、
12
月
か
ら
新
築
工

事
に
移
行
し
、
今
年
の
７
月
末
竣
工
を

目
途
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

解
体
工
事
だ
け
で
６
ヶ
月
ほ
ど
費
や

し
ま
し
た
が
、
旧
建
物
は
古
い
と
は
い

え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
で
し
た
の
で
、

多
く
の
ガ
ラ
が
発
生
し
、
そ
の
処
理
の

受
け
入
れ
が
は
か
ど
ら
ず
、
時
間
が
掛

か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
現
在
東
京

都
近
郊
は
再
開
発
が
多
方
面
で
進
ん
で

お
り
、
ガ
ラ
の
処
理
が
追
い
つ
い
て
い

か
な
い
状
況
が
重
な
り
ま
し
た
。

　

現
所
在
地
に
て
建
て
替
え
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
工
事
中
は
仮
設
施
設
に
て

事
業
を
継
続
し
て
お
り
、
ス
ペ
ー
ス
・

ま
ど
か
は
一
か
所
に
ま
と
ま
っ
て
の
移
転

で
し
た
が
、
あ
か
つ
き
授
産
所
は
人
数

が
多
い
た
め
、
２
ヶ
所
に
分
か
れ
て
事

業
を
継
続
中
で
す
。
仮
設
施
設
の
作
業

場
は
手
狭
な
た
め
、
そ
こ
で
働
く
利
用

者
・
職
員
に
は
色
々
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
と
こ
ろ
す
が
、
そ
の
様
な

環
境
で
も
日
々
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
８
月
に
は
新
し
い
建
物
で
新

規
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
が
、
施
設
の

体
制
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
で
あ
る
あ
か
つ
き
授
産
所
と

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
、
一
つ
の
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
と
し
て
統
合
さ
れ
、
定
員

70
名
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
に
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
就
労
移
行
支

援
と
生
活
介
護
を
新
設
し
、
上
記
の
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
合
わ
せ
て
、
定
員

86
名
の
多
機
能
型
施
設
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
施
設
名
も
多
機
能
型
事
業
所

「
り
ん
く
」と
い
う
名
称
に
な
る
予
定
で
す
。

　

建
物
のフロア
は
１
階
に
生
活
介
護
と
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
入
り
、２
階
に
旧
あ
か

つ
き
授
産
所
、３
階
に
旧
スペー
ス・
ま
ど
か

と
就
労
移
行
支
援
が
入
り
、４
階
に
給
食

の
食
堂
と
厨
房
が
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

食
堂
は
南
側
に
窓
を
広
く
とって
い
る
の
で
、

天
気
の
良
い
日
に
は
富
士
山
を
見
な
が
ら

食
事
が
で
き
ま
す
。

　

統
合
さ
れ
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
、

基
本
現
在
の
体
制
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
旧
施
設
で
は
も
と
も
と
入
所
施
設

の
居
室
だ
っ
た
部
屋
を
訓
練
室
・
作
業

室
に
改
修
し
た
り
、
増
築
を
繰
り
返
し

た
こ
と
に
よ
り
、
中
小
規
模
の
作
業
場

が
複
数
あ
っ
た
り
、
階
の
違
う
フ
ロ
ア

の
行
き
来
を
し
た
り
と
不
便
な
環
境
で

し
た
が
、
新
築
の
建
物
で
は
そ
れ
ぞ

れ
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
ま
と
ま
り
ま
す
の
で
、

支
援
の
向
上
や
職
員
の
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
就
労
定
着

支
援
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

就
労
移
行
支
援
は
先
程
新
設
と
述
べ

ま
し
た
が
、
以
前
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

で
行
っ
て
い
た
事
業
で
あ
り
、
令
和
５

年
３
月
末
で
廃
止
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
就
職
者
を
輩
出
し
、
実
績

を
多
く
残
し
た
施
設
で
し
た
が
、
定
員

20
名
の
単
独
施
設
と
し
て
事
業
を
続
け

て
い
け
な
く
な
り
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
総
合
的
な
就
労
支
援
を
目
指
す

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
と
っ
て
、
一
般
就

労
の
訓
練
施
設
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
こ
と
、
当
法
人
が
在
所
す
る
武
蔵

村
山
市
に
は
他
に
就
労
移
行
支
援
が
な

い
こ
と
か
ら
、
６
名
定
員
に
規
模
を
小

さ
く
し
て
再
興
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

生
活
介
護
は
定
員
10
名
で
初
め
て

行
う
事
業
に
な
り
ま
す
が
、
10
年
前

か
ら
指
定
管
理
で
瑞
穂
町
心
身
障
害
者

（
児
）福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
介
助
が
必
要

な
障
害
が
重
た
い
利
用
者
の
支
援
を
続

け
て
き
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を

生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
機
械
浴
槽
を
導
入
し
ま
す
の

で
、
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
日
中

活
動
は
機
能
訓
練
や
創
作
活
動
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

工
事
竣
工
後
に
は
見
学
会
等
も
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
を
是
非
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の

も
と
障
害
者
の
自
立
支
援
、
就
労
支
援

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新館イメージA

新館イメージB
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●あかつき授産所●
　令和７年 11 月 14 日（金）、「さいたま水族館」への日帰りバス旅行を実施しました。
　当日は天候にも恵まれ、参加者一同、和やかな雰囲気の中で秋の一日を満喫することができました。旅行にはバス２
台に分乗して利用者 34 名、職員 18 名が参加しました。旅行当日は埼玉県民の日と週末ということもあり、道中では予
想外の渋滞に巻き込まれる場面があり予定より到着が遅れる場面もありましたが、到着後は「ぎゃらりぃからん」にて
昼食をいただきました。落ち着いた雰囲気の店内で、季節感あふれる料理を楽しみ、昼食をいただきました。

　午後は、さいたま水族館を見学。荒川をはじめとした関東の川に生
息する淡水魚の展示は見応えがあ
り、自然環境や生態系について改
めて学ぶ良い機会となりました。
水槽の前では会話も弾み、写真撮
影を楽しむ姿も多く見られました。
　行きは渋滞というハプニングも
ありましたが、それも含めて印象
に残る日帰り旅行となりました。
� （長沼　剛司）

●スペース・まどか●
　まどかで行っている「軽作業」、具体的に何をしている
のか皆さんはご存じですか？
　作業の中でも特に多くを占めるのは、ダイレクトメール
の封入です。この作業は近隣市から遠くは朝霞市 ( 埼玉 )
まで幾つかの業者さんと取引しています。作業の基本とし
て入荷した部材数のチェックから始まり、封入点数の確認、
封入向きの確認、重さの確認、住所ラベル貼り位置の確認
と検品を重ねながらミスの無いように取り組んでいます。
　カプセルトイの封入というちょっと変わった作業もあり
ます。カプセルと言っても皆さんが想像するような一般的
な丸いものではなく、四角い小箱へ品物を入れていきます。品物を小箱に入れ、封を閉じ、番号シールを貼り、段ボー
ルに詰めていくという流れで行いますが、一人で黙々と取り組めるものではなく、周囲との協力が欠かせません。かわ
いいキャラクターものがあったりもするので、好きなキャラクターが来たときなどはテンションが上がったりします。
　また、最近ではさくらと共同でパソコンの梱包材組み立てを開始しました。段ボール資材で作業しやすい反面、傷が
つきやすかったり、折の向きに注意が必要だったりと細かい留意事項があるため、作業としてはなかなか手強いです。
作業を細分化して取り組むこともできるため、工夫次第でできるだけきれいに数をこなせると考えています。
　他にも様々な作業がありますが、それはまた次の機会に。
　日々作業に追われているまどかの面々ですが、11 月 21 日には日帰り旅行に行ってきました。今回は、群馬県まで
足を延ばしてきました。昼食は伊香保名物の水澤うどんです。うどんはコシが強く、自分で胡麻を擦ってつけ汁につけ

て食べるという普段体験しない食べ方が新鮮でした。
天ぷらも大きくて食べ応えがあり、更に土瓶蒸まで
ついていました。贅沢なひと時を過ごした後には「お
もちゃと人形 自動車博物館」を見学しました。年代
物のテディベアや、昭和レトロな商店街の雰囲気の
中、当時の風景や懐かしのおもちゃが展示されてい
ました。また、博物館の後半では国内外の旧車がず
らりと並び、車好きの方などは時間いっぱいまで眺
めていました。当日はお天気にも恵まれ、皆さん楽
しまれたと思います。� ( 藤澤　真司 )
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●瑞穂町福祉作業所さくら●
　毎年恒例の秋の日帰り旅行ですが、今年は「横浜中華街＆羽田
空港」と題しまして令和 7 年 11月 12 日（金）に行ってきました。
　朝は通常よりも早めに集合、大型バスに乗って横浜中華街へ。
中華街では本場の中華バイキングを食べてきました。メニュー
表から選んで注文するとウェイトレスさんがそれぞれの席まで
運んできてくれました。メニューも豊富で沢山の種類の中から
選ぶのも大変でした。出てきた料理も 1 人前にもかかわらず量が多めでお腹が満腹になるのに十分な量でした。しかも
どの料理も本当に美味しくて皆非常に満足しながら来る料理来る料理全てを楽しみました。何名かの利用者さんに伺う
と、日帰り旅行歴代ナンバー１のバイキングと自信をもって答えていたのがとても印象的でした。
　その次は羽田空港へ向かいましたが 30 分程で到着しました。到着後まず全員で展望デッキへ向かいましたら大きな
飛行場、滑走路、そして大きな飛行機が何機も目の前に現れました。空を飛んでいる飛行機もあり、数分ごとに離着陸
を繰り返しており、圧巻な風景に興奮を隠せない利用者さん達はまるで目がまん丸になったかのように、フェンスの方
へ行ってずっと見ていました。
　そのあとは班ごとに分かれてお土産を買ったりして時間を過ごしました。しかし時間があまりなくゆっくりとお店を
みることが難しい状況でした。そんな中でも利用者の皆様全員がお土産を持って帰りのバスに乗り込むことができまし
た。本音を言うともう少し時間に余裕があればゆっくりと見て回る事ができましたが、残念でしたがそこは致し方がな
い部分でもありました。
　昨年は高速道路が渋滞で予定より３時間程帰宅が遅くなってしまいましたが、今回は道もほとんどスムーズに通過す
ることができ、予定より 20 分間程の遅れでさくらに到着することができました。
　誰一人怪我もなく、移動のスムーズさも含め「横浜中華街＆羽田空港」は大成功の日帰り旅行になったと思います。
さて来年はどんな旅行になるか今から楽しみにして 1 年間仕事に邁進したいと思います。� （西出　英高）

●瑞穂町心身障害者（児）福祉センター　あゆみ●
　あゆみの近況についてですが、地域活動支援センターにおいては、９月には大型バスを利用しての日帰り旅行、10 月
には地域にある保育園との交流会と社会福祉協議会主催のふれあい祭り、そして 11 月には瑞穂町主催の産業まつりに
参加しました。12 月には毎年料理が楽しみなクリスマス会を皆で企画し行いました。
　今回のクリスマス会は、職員の方で実行委員を設け、当日の料理、飾りはどうするか、また、レクリエーションはどう
するか等試行錯誤しながら取り組んできました。当日午前はレクリエーションとして皆で借り物競争をし、昼食はガス
トのパーティーセットを注文し、サラダ、野菜スープを職員で作り、食後にはケーキを皆で食べました。利用者の方は
8 名の参加があり、皆さんお腹いっぱい食べました。中にはその日の夕飯が食べられない方もいらっしゃったようでした。
　また、障害児等タイムケアにおいては、瑞穂町より令和 7 年度（令和 8 年 3 月末）での事業終了が決まったことを受
け、今年度中で利用者の皆さんには別の事業所へ移行していただくことになっており、現在も保護者様と計画相談事業
所で新しく出来た放課後等デイサービス事業所等への見学、体験を行いながら利用について検討していただいている状
況です。少しずつ他の事業所への移行が出来ている方もいらっ
しゃいますが、3 月末まではタイムケアを利用される方もい
らっしゃいますので、あゆみとしても利用者の安全確保のた
めに職員体制をしっかり維持しながら取り組んでいきます。
　タイムケアでの行事としては、11 月に日帰り旅行を企画し
皆でディズニーランドへ行ってきました。また、12 月にはク
リスマス会を地活同様行い、皆でおいしい料理とケーキを食
べました。クリスマス会では、イオンむさし村山店の職員に
よるクリスマスの音楽生演奏、そして、クリスマスプレゼン
トをいただき、楽しく過ごすことが出来ました。
　今後とも２つの事業の利用者皆さんが、あゆみ内外での活
動において、楽しく過ごしていただけるよう職員一同安全を
期して取り組んでいきたいと思います。� （五十嵐　崇）
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昨
年
の
６
月
か
ら
行
っ
て
い
た
建
物

の
解
体
工
事
が
11
月
に
終
わ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
新
築
工
事
が
始
り
ま
し
た
が
、

そ
の
前
に
地
鎮
祭
を
行
い
ま
し
た
。
実

は
当
初
は
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
部
の
（
否
、
多
く
の
…
？
）

職
員
か
ら
の
強
い
希
望
に
よ
り
地
鎮
祭

の
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
鎮
祭
に
は
、
土
地
の
地
主
神
に
建

築
の
許
可
を
頂
き
、
工
事
中
の
安
全
と
、

建
屋
の
完
成
後
も
長
く
こ
の
地
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
様
お
願
い
す
る
意
味
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
長
年
印
刷
を
発

注
頂
い
て
い
る
地
元
神
社
に
依
頼
し
、

地
鎮
祭
を
執
り
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
に
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が

建
っ
て
か
ら
早
51
年
、
そ
の
間
、
大
き

な
事
故
も
な
く
、
近
年
で
は
老
朽
化
に

よ
る
不
具
合
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
結

果
的
に
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

の
も
地
主
神
の
お
陰
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
共
に

神
様
に
は
改
め
て
今
後
数
十
年
の
安
寧

を
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

　

新
築
工
事
に
向
け
て
各
事
業
所
が
仮

移
転
先
へ
分
散
し
て
い
る
た
め
、
全
員

が
参
加
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
工
事
現
場
に
最
も
近
い
第
二
作

業
所
に
移
転
し
た
利
用
者
職
員
は
全
員

で
参
加
し
て
祈
願
し
ま
し
た
。

　

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
粛
々
と
神
事

は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
途
中
で
集
中

で
き
な
く
な
っ
た
り
落
ち
着
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
か
と
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
、
神
妙
な
面
持

ち
で
神
事
を
見
守
り
最
後
ま
で
参
加
し

ま
し
た
。
地
鎮
祭
に
参
加
す
る
機
会
な

ど
普
段
の
生
活
で
は
そ
う
そ
う
無
い
と

思
い
ま
す
の
で
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
鎮
祭
を
執
り
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た

宮
司
様
、
こ
の
日
の
た
め
に
ご
準
備
を

し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

無
事
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、

建
築
に
携
わ
る
皆
様
の
お
陰
で
あ
る
こ

と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
東
京
都
強
度
行
動
障
害
支
援

者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
）
を
受
講
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

に
よ
る
講
義（
3
9
0
分
）と
集
合
形
式
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
演
習（
3
3
0
分
）に
分
か

れ
て
お
り
、
配
信
で
の
講
義
で
は
強
度
行
動

障
害
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
チ
ー
ム

と
し
て
の
支
援
の
統
一
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

実
践
報
告
と
し
て
当
事
者
の
方
が
ど
の
よ
う

に
作
業
し
て
い
る
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

の
様
子
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
支
援
方
法
が

確
立
さ
れ
る
ま
で
の
動
き
や
実
際
支
援
を
し

て
い
る
場
面
が
う
つ
さ
れ
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
ご
家
族
か
ら
生
育
歴
や
嬉
し
か
っ

た
事
・
困
っ
た
事
等
の
お
話
し
を
伺
う
こ
と

が
で
き
、
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
摩
市
L
I
N
K 

F
O
R
E
S
T
が
会

場
と
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
演
習
で
は
、

ま
ず
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
ひ

と
り
ず
つ
役
割
を
与
え
ら
れ
見
え
な
い
も
の

の
理
解
が
難
し
い
状
況
や
抽
象
的
な
表
現
で

の
理
解
が
難
し
い
状
況
を
実
際
に
体
験
し
当

事
者
の
方
に
あ
る
社
会
性
の
特
徴
（
相
手
か

ら
期
待
さ
れ
て
い
る
事
を
理
解
す
る
の
が
難

し
い
・
見
え
な
い
も
の
の
理
解
が
難
し
い
）・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
性
（
抽
象
的

で
あ
い
ま
い
な
表
現
の
理
解
が
難
し
い
・
話

し
言
葉
の
理
解
が
難
し
い
・
一
度
に
た
く
さ

ん
の
事
を
理
解
す
る
の
が
難
し
い
・
表
情
や

視
線
な
ど
の
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
難
し
い
・
話
し
言
葉
で
伝
え
る
の
が
難
し

く
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
事
）
や
感
覚
の
特
性
（
聴
覚
の
過
敏
や
鈍

麻
が
あ
る
）・
想
像
力
の
特
性
（
細
部
が
気

に
な
り
違
い
に
敏
感
・
少
し
の
違
い
で
大
き

な
不
安
を
感
じ
る
事
）
を
学
び
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
用
意
さ
れ
た
事
例
を
元
に
課
題
と

な
る
行
動
や
特
性
を
整
理
し
「
氷
山
モ
デ
ル

シ
ー
ト
」
と
よ
ば
れ
る
表
を
用
い
て
当
事
者

の
特
性
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
を
考
え
る
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

私
自
身
以
前
か
ら
問
題
と
な
る
行
動
に
対
し

置
か
れ
て
い
る
状
況
を
含
め
支
援
内
容
を
考

え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、「
氷
山

モ
デ
ル
シ
ー
ト
」
は
情
報
を
整
理
す
る
際
と

て
も
み
や
す
く
今
後
の
業
務
の
中
で
生
か
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

演
習
で
同
じ
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
方
々
は

様
々
な
職
種（
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
・
相
談
支
援
・

障
害
児
支
援
施
設
な
ど
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
り

視
点
も
様
々
で
勉
強
に
な
り
、
休
憩
時
間
に

は
普
段
の
仕
事
の
な
か
で
困
っ
た
事
や
よ
い

と
思
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う

こ
と
が
で
き
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
に
は
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

の
実
践
研
修
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
い
る
為
今
後
も
し
っ
か
り
学
ん
で

支
援
の
質
を
あ
げ
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
報
告

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
基
礎
研
修

あ
か
つ
き
授
産
所
　
田
中
駿
佑

地鎮祭を執り行いました
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８　

月

５　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

�

（
さ
く
ら
）

６　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

�

（
７
日
迄　

授
産
所
）

８　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練�

（
地
活
）

18　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

�

（
さ
く
ら
）

23　

夕
涼
み
会�

（
あ
ゆ
み
）

29　

幹
部
会
議

30　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

�

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

９　

月

２　

消
防
設
備
点
検�

（
あ
ゆ
み
）

４　

建
築
定
例
会

７　

あ
ゆ
み
床
清
掃

10　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

18　

建
築
定
例
会

　
　

所
長
会
議

21　

さ
く
ら
床
清
掃

24　

第
二
作
業
所
地
震
避
難
訓
練

　
　

�

虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適
正
化
検

討
委
員
会

25　

第
一
作
業
所
地
震
避
難
訓
練

26　

幹
部
会
議

27　

�

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練
・
引
渡
し

訓
練

30　

創
立
記
念
日

　
　

あ
ゆ
み
日
帰
り
旅
行�

（
地
活
）

10　

月

２　

建
築
定
例
会

５　

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

�

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
・
瑞
穂
就
労
）

８　

石
畑
保
育
園
交
流
会�

（
あ
ゆ
み
）

９　

所
長
会
議

　
　

研
修
委
員
会

12　

福
祉
ま
つ
り

�

（
総
務
・
相
談
支
援
）

16　

建
築
定
例
会

20　

瑞
穂
町
指
定
管
理
選
定
委
員
会

　
　

消
防
設
備
点
検�

（
さ
く
ら
）

26　

あ
ゆ
み
床
清
掃

30　

建
築
定
例
会

　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

31　

幹
部
会
議 

11　

月

８　

瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り�

（
９
日
迄　

あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
・
瑞
穂
就
労
）

11　

理
事
会

14　

授
産
所
日
帰
り
旅
行

19　

地
鎮
祭
・
建
築
定
例
会

20　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

�

（
あ
ゆ
み
）

21　

ま
ど
か
日
帰
り
旅
行

　
　

さ
く
ら
日
帰
り
旅
行

25　

所
長
会
議

27　

建
築
定
例
会

28　

幹
部
会

　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

�

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

29　

あ
ゆ
み
日
帰
り
旅
行

�

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練�

（
地
活
）

12　

月

５　

授
産
所
利
用
者
健
診

７　

あ
ゆ
み
床
清
掃

11　

建
築
定
例
会

17　

所
長
会
議

18　

法
人
施
設
利
用
者
健
診（
19
日
迄
）

23　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会�

（
地
活
）

25　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

�

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　
　

建
築
定
例
会

　
　

幹
部
会

26　

法
人
施
設
納
会
・
忘
年
会

８　

月

８　

Ｗ
Ｊ
理
事
会�

（
髙
橋
）

　
　

精
神
業
務
連
絡
会�（
藤
澤
・
冨
田
）

19　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
）

　
　

障
害
者
就
労
支
援
基
礎
研
修

�

（
22
日
迄　

奥
谷
）

20　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会　

�

（
髙
橋
・
冨
田
）

　９月から作業部二課にて勤務さ
せていただいています。
　今まで製造業やサービス業等で福
祉関係の仕事はほぼ初めてです。
　趣味はスポーツ全般見るのもや
るのも好きです。
　分からない事も多くありますが
少しでも施設に貢献出来るよう、
頑張りますのでよろしく御願いし
ます。

あかつき授産所　小林　順二

　私事で１年１ヵ月、仕事から離れ
ていて 11 月より再びあかつきで雇
用して頂く事になりました。作業部
二課の職員にも温かく受け入れても
らい感謝しております。作業を覚え
てお役に立てるよう頑張ります。

あかつき授産所　橋本　達典

　11 月 10 日より送迎ドライバー
として勤務しています。車の運転
好きです。常日頃、安全運転を心
掛けています。これからも送迎の
運転に於いては安全運転でまいり
ます。今後もご指導ご鞭撻のほど
宜しくお願い致します。

あかつき授産所　宮﨑　武雄

　12 月より勤務しております。
　就労支援は未経験の為、ご利用者
様に「とらい」に来て良かったと思っ
て頂けるよう頑張ります。
　皆様、よろしくお願いいたします。

障害者就労支援センターとらい　
吉良　雅裕 

　

主　

な　

事　

柄

　

出　

張
・
研　

修
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22　

地
域
公
共
交
通
会
議�

（
戸
村
）

25　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修�（
遠
藤
）

28　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
）

29　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修�（
小
俣
）

９　

月

１　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修�（
茂
木
）

２　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修�（
戸
村
）

３　

西
多
摩
就
労
支
援
機
関
連
絡
会　

�

（
奥
谷
）

９　

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
研
修　

�

（
冨
田
・
鈴
木
）

　
　

精
神
障
害
者
就
労
定
着
支
援
連
絡
会

�

（
奥
谷
）

11　

瑞
穂
町
計
画
相
談
連
絡
会�

（
増
渕
）

　
　

初
任
研
Ｆ
Ｔ
講
義�

（
神
山
）

　
　

所
内
研
修�（
バ
イ
ス
ティ
ッ
ク
七
原
則
）

12　

地
域
連
携
会
議�

（
藤
澤
・
冨
田
）

16　

相
談
支
援
連
絡
会�

（
神
山
）

17　

所
内
研
修�（
バ
イ
ス
ティ
ッ
ク
七
原
則
）

19　

�

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

22　

初
任
研
Ｆ
Ｔ
講
義�

（
神
山
）

24　

瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会・全
体
会

�

（
戸
村
）

25　

行
動
障
害
基
礎
研
修�

（
田
中
駿
）

　
　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
・
田
中
隆
）

26　

４
市
合
同
相
談
支
援
交
流
会

�

（
神
山
）

　
　

多
摩
連
絡
会
議�

（
冨
田
）

30　

サ
ビ
管
更
新
研
修�

（
永
井
）

10　

月

１　

依
存
症
研
修�

（
冨
田
）

２　

瑞
穂
町
社
会
福
祉
法
人
会
・
部
会

�

（
西
出
）

９　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ

�

（
10
日
迄　

神
山
）

10　

精
神
業
務
連
絡
会�

（
冨
田
）

16　

�

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

コ
ア
会
議�

（
神
山
）

17　

瑞
穂
町
計
画
相
談
連
絡
会�

（
増
渕
）

21　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
）

　
　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

�

（
冨
田
・
鈴
木
・
茂
木
・
神
山
）

23　

サ
ビ
管
更
新
研
修�

（
小
俣
）

　
　

就
労
ネ
ッ
ト�
（
鈴
木
・
田
中
隆
）

24　

就
労
支
援
課
題
別
セ
ミ
ナ
ー

�

（
利
根
川
）

30　

東
久
留
米
特
支
連
絡
会

�

（
利
根
川
・
奥
谷
）

30　

サ
ビ
管
更
新
研
修�

（
永
井
）

　
　

安
全
運
転
管
理
者
講
習�

（
戸
村
）

11　

月

６　

�

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会
部

会
長
会
議�

（
髙
橋
・
冨
田
）

11　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ�

（
神
山
）

12　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

�

（
13
日
迄　

遠
藤
）

　
　

高
次
脳
機
能
障
害
基
礎
研
修

�

（
増
渕)

13　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

�

（
14
日
迄　

髙
橋
）

　
　

瑞
穂
町
計
画
相
談
研
修
会�

（
増
渕
）

14　

地
域
連
携
会
議�

（
冨
田
）

18　

武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
連
絡
会

�

（
神
山
・
増
渕
）

19　

羽
村
特
支
連
絡
会�

（
西
出
）

21　

南
大
沢
学
園
就
労
支
援
機
関
連
絡
会

�

（
利
根
川
）

26　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

�

（
髙
橋
・
冨
田
）

　
　

瑞
穂
町
計
画
相
談
連
絡
会�

（
増
渕
）

27　

瑞
穂
町
計
画
相
談
研
修�

（
増
渕
）

　
　

就
労
ネ
ッ
ト�

（
鈴
木
・
田
中
隆
）

　
　

瑞
穂
町
計
画
相
談
研
修
会�

（
増
渕
）

28　

�

西
多
摩
障
害
雇
用
就
労
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム�

（
利
根
川
・
奥
谷
）

12　

月

２　

北
西
部
ロ
ッ
ク
災
害
合
同
研
修
会

�

（
髙
橋
）

８　

瑞
穂
町
就
労
部
会�（
戸
村
・
利
根
川
）

10　

差
別
解
消
法
講
演
会�

（
秋
山
）

11　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

�

（
12
日
迄　

増
渕
・
遠
藤
）

15　

Ｗ
Ｊ
理
事
会�
（
髙
橋
）

16　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

�

（
神
山
）

　
　

瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

�

（
利
根
川
）

17　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

�

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　
　

あ
す
は
の
会
事
例
報
告
会

�

（
神
山
・
増
渕
）

26　

�

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

コ
ア
会
議�

（
神
山
）

＊
出
張
・
研
修
に
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

　

会
議
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
入
所

９
月　

小
林　

淳
二�

（
授
産
所
）

11
月　

橋
本　

達
典�

（
授
産
所
）

　
　
　

宮
﨑　

武
雄�

（
授
産
所
）

12
月　

吉
良　

雅
裕�

（
と
ら
い
）

■
退
所

８
月　

大
月　

利
弘�

（
授
産
所
）

　
　
　

池
谷　

恵
子�

（
授
産
所
）

９
月　

野
中　

千
春�

（
授
産
所
）

　
　
　

小
泉
杏
津
実�

（
さ
く
ら)

　
　
　

新
川　
　

平�

（
さ
く
ら
）

　
　
　

船
山　

和
代�

（
あ
ゆ
み
）

10
月　

越
牟
田　

昇�

（
と
ら
い
）

10
月
15
日
、
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ュ
様
よ
り

お
菓
子
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
25
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
に

お
い
て
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
む
さ
し
村
山

様
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご

寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
午
年
で
す
。
一
般
的
に
飛
躍

の
年
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
垂
直
飛
び
と

走
り
高
跳
び
で
は
飛
べ
る
高
さ
が
全
く

違
い
ま
す
。
昨
年
以
前
の
助
走
期
間
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
も
、
今
年
ど
こ
ま

で
跳
べ
る
か
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
…
私
で
す
か
？
そ
の
場
し
の
ぎ
の

付
け
焼
刃
の
よ
う
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
自
分
に
は
飛
躍
と
い
う
言
葉
は
縁
が

な
さ
そ
う
で
す
（
笑
）

　

さ
て
、今
年
は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も

い
よ
い
よ
新
し
く
な
り
ま
す
。個
人
的

に
は
飛
躍
と
い
う
よ
り
は
変
化
と
言
っ

た
方
が
し
っ
く
り
く
る
の
で
す
が
、そ

の
変
化
が
あ
か
つ
き
に
と
っ
て
の
飛

躍
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
Ｅ
・
М
）

入
所・退
所

入
所・退
所

　
　

寄　
　
　

贈

　

編　

集　

後　

記


